
奈良市の空家の現状
住宅戸数と空き家率の推移　（総務省 住宅・土地統計調査）
       



全国の空家状況



奈良市の空家増減と分布



空家問題

空家の何が問題なのか
１．安全上の問題
　・火事　・倒壊　・落下物　
２．衛生上の問題
　・ゴミ　・汚水　・雑草

３．風紀上の問題
　・隠れ場所　・たまり場

４．景観の問題
　・荒廃感　・ブルーシート

５．にぎわい、街の健全性の問題
　・荒廃感が新規住民の流入を阻害　
　



空家生成の機序のイメージ
　なぜ空家が増えてきたのか　　とても簡単　それは・・・

　親の家を子が引き継ぐ仕組みがなくなったから！！　

高齢な両親のみの世帯→住まいと生活の困難→暫定的空家→放置　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仏さんが住んでる家　　



　　　奈良きたまちの空家調査　　2010年と2018年の比較

2010年調査

19町　及び　3町の一部

958区画を調査

2018年調査

4町　
（東包永町　西包永町　
西笹鉾町　北袋町）

320区画を調査



きたまちの空家調査

2010年調査　　320区画
空家　　　　　　　 36件　　11.3％　（36/290=12.4％）
空地　　　　　　　 30件　　  9.4％　（駐車場を含む）
合計　　　　　　　 66件　　20.6％

2018年調査　　320区画
空家　　　　　　　 40件　　12.5％  （40/290=13.8%）
空地　　　　　　　 30件　　  9.4％　（駐車場を含む）
合計　　　　　　　 70件　　21.9％

合計では空家が4件増えただけでほとんど変化はないように見えます。しかし個別に見てゆくと、・・・・・・



きたまちの空家調査
　　　

前回調査と今回調査では総数としては空き家が4件増えたことになるが、
前回調査の空き家の場所と今回調査の空き家の個々の場所の推移を、い
わば個体識別的に見るとさらに住居の変化が起きていることが確認され

た。（計27件　27/320＝8.4％）



２．身近な地域のデザイン　地域の代表的な問題【空家問題】を考える
　　　

町家が取り壊されて
空地になったり

空地だった所に住宅や
アパートが新築されたり

少しずつ町の様子と住む人が変
わっているのが分かります

さらに特徴のある空家に注目してみると・・・



きたまちの空家調査
　　　



きたまちの空家調査
　　　

　少しまとまって空き家が生じた場所があります

・車が入れず不便
・建築基準法では、大規模な改修や建替えに際して、道路
中心から2m後退が必要
　→隣接地とまとめてゆとりを持たせれば利用の可能性も

空家といっても部分的に改修され
たり、鉢植えが置かれたりと、放棄
されていないものもあります
(仏さんが住んでいる？)



空家活用に向けて
その活用を妨げるものと活用実現の方向

活用を妨げる要素
１.建物改修の費用

２.錯綜した権利関係
（特に大型物件）

３.流通の問題
（借家法等）

活用を推進する要素
１.建物改修の費用調達
　・公的助成の活用
　・ライフサイクルコストの評価
２.錯綜した権利関係
　・専門家(法律等)の活用
　・専門家につなげる窓口機能
３.流通の問題
　・法活用の啓蒙・PR
　・中古建物流通市場の活性化と





３．空き家活用とこれからの地域デザインについて
町家バンク事業　特に今井町並み再生ネットワーク
バンク事業と「今井まちあるき」
今井町に存在する空き家・空き地の所有者より、
町家についての情報を収集、バンクに登録。今
井町で住みたいと希望する人もバンクに登録。
「今井まちあるき（空き家を紹介しながら町歩
きをする）」参加者に紹介（橋渡し）

町家体験施設「今井庵　楽」



３．空き家活用とこれからの地域デザインについて
南都銀行は19日、地域活性化のための事業会社「奈良みらい
デザイン株式会社」を4月1日に設立すると発表した。全額出
資の投資専門会社「南都キャピタルパートナーズ」（奈良
市）、古民家再生事業に取り組むNOTE（ノオト）奈良（奈良
市）などが出資する。古民家を中心に空き家・空き店舗を利
活用したまちづくりや、奈良県の特産品の販路拡大などに取
り組む。
NOTE奈良は古民家再生事業で実績のあるNOTE（兵庫県丹波篠
山市）の関連会社。奈良県内ではこれまで、奈良市の旧市街
地の元酒蔵や田原本町にある県内最古のしょうゆ蔵を宿泊施
設に改装してきた。新会社では、明日香村や吉野町など県南
部でのまちづくりを計画する。
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３．空き家活用とこれからの地域デザインについて

地域の空家活用
プラットフォーム

地域住民

地域学生

行政

専門家
・法律・不動産
・建築・金融

NPO法人

中古住宅
市場

居住希望者


